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Cθ よ0 - / ,  2の 破壊断面を示 したものであるが,両 者の破壊モー

体の破壊モー ドは,こ れ ら,試 験体で代表される。表 ―/ r C ,各 試

験体の試験結果 と若干の検討事項を示したが,前 述の破壊状況並び

に各試験体の破壊応力度 より考えると,表 中の前 ′試験体は打抜 さ

せん断破壊 し,後 2試 験体は圧縮破壊 したものと思われる。前 “試

験体の破壊応力度は圧縮強度の約%～
1 / 7に
相当しコンタ リー トの打

抜 させん断強度 としてほぼ妥当な値であり,こ の破壊が材料的欠陥

によるものではな く構造的なものであることを示 している。 また後 ′

壊 も起 こり得ることを示 している。即ち,ベ ンシル型の先端部 を取付

ドは全 〈異なつてお り,全 試験

試験体は,  くい先端部に圧縮破

けた遠心力鉄筋 コンク リー トく
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いが,た とえば,軟 弱層か ら急に締つた砂れ き層や土円層に貫入する場合は,本 試験結果 と同様な支

持状態となり,  このような貫入状態での くい先端部破壊耐力は,主 体部破壊耐力の約 %し かな く非常

にアンバランスである。

すでに述べたように,現 在用い られてぃるペンシル型の先端部には,前 述のような地盤条件の場合

に ,構 造的欠陥があり,今 後は地盤条件 を考慮することな く,こ の種の くい先端部を用いることは

慎じまればならないだろう。そこで著者らは,従来のくい先端部に,～3の改良を施し,日下それら
について本報と同様な静荷重試験を試みている。その結果は,追 つて発表する予定である。
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